
平成 25年度活動報告 
 

会 議 

１． 一般社団法人総会開催 

平成 25年 6月 16日（日）米子コンベンションセンターBiG SHiPにて一般社団法人鳥取県臨床工学技士

会総会を開催した。 

 

２． その他会議 

理事会は 3回開催した。    教育委員会は 5回開催した。 

編集委員会は８回開催した。  事務局会議は２回開催した｡ 

 

教育委員会関係 

第２回 呼吸療法セミナー 

日時 ： 平成 25年 4月 21日（日） 9：30 ～ 16：20 

場所 ： 米子コンベンションセンターBiG SHiP 国際会議室 

   講演内容 

    ①講演Ⅰ「適切な加湿とは」 

       講師：ﾌｨｯｼｬｰ&ﾊﾟｲｹﾙﾍﾙｽｹｱ株式会社 山内 宏之 先生 

    ②特別講演Ⅰ「人工呼吸器グラフィックモニタの見方」 

       講師：徳島大学病院 ER・災害医療診療部 特任教授 今中 秀光 先生 

    ③特別講演Ⅱ「各病態における人工呼吸管理のコツと落とし穴」 

       講師：岡山大学病院 救急科教授 高度救命救急センター長 氏家 良人 先生 

    ④講演Ⅱ「NPPV とのおつきあい」 

       講師：鳥取大学医学部附属病院 ME ｾﾝﾀｰ 松上 紘生 先生 

第２回 循環器セミナー 

日時 ： 平成 25年 9月 8日（日）9：30 ～ 16：00 

場所 ： とりぎん文化会館 第１会議室 

   講演内容 

 ①講演Ⅰ「心エコーの見方」 

 講師：東芝メディカルシステムズ株式会社 幾美 元彦 先生 

 ②特別講演Ⅰ「透析患者の循環管理について」 

   講師：鳥取赤十字病院 副院長 小坂 博基 先生 

 ③講演Ⅱ「12誘導心電図の基礎」 

   講師：日本光電株式会社  内納 浩昭 先生 

 ④特別講演Ⅱ「不整脈について ～徐脈から頻脈まで～」 

   講師：鳥取県立中央病院 心臓内科部部長 那須 博司 先生 

第２回 血液浄化セミナー 

日時 ： 平成 26年 2月 9日（日）10：30 ～ 16：00 

  場所 ： 倉吉未来中心 セミナールーム３ 

    講演内容 

①特別講演Ⅰ「透析患者の血圧管理とドライウエイトの設定」 

講師：医療法人 清生会 谷口病院  野口 圭太郎 先生 

②講演Ⅰ「ドライウエイト設定で指標とされるモニタリング機器」 

  身体組成分析装置の臨床応用：東レ・メディカル株式会社 

  ブラッドボリューム計：日機装株式会社 



 ③特別講演Ⅱ「怒り・攻撃・暴言など、スタッフが苦労する 

一部の糖尿病性腎症の患者さん達の精神医学的理解」 

  講師：サイコネフロロジー・精神療法研究室  春木 繁一 先生 

④講演Ⅱ「透析治療 短期合併症～医療スタッフの日頃からの注意、機械的、人為的ミス～」 

  講師：医療法人社団 上福原内科クリニック 藤 聖隆 先生 

 

勉強会誌の発行 

勉強会誌 Vol.18をセミナーの内容をまとめ発行した。セミナー、勉強会の写真も多く掲載されている。 

 

事務局関係 

１．定期総会 

     場所：米子コンベンションセンターBiG SHiP 第５会議室 

２．設立 20周年記念式典 

     場所：ホテルハーベスト米子 

３．関連事業 

     第３回 中四国臨床工学会  主催：一般社団法人 岡山県臨床工学技士会 

       メインテーマ『臨床工学のさらなる飛躍に向けて』 

         日時：平成 25年 11月 9日（土）10日（日） 

         場所：倉敷市芸文館 

     第 23回 日本臨床工学会および平成 25年度（公社）日本臨床工学技士会総会 

       メインテーマ『われわれの進むべき新たなる道 

                      ―技士としてのスキルアップと飛躍―』 

         日時：平成 25年 5月 18日（土）19日（日） 

         場所：山形テルサ、山形国際ホテル（山形県） 

４．後援事業 

第 5回 鳥取東中部敗血症学術講演 

    日時：平成 25年 10月 17日（木） 19：00～20：00 

    場所：鳥取ワシントンホテルプラザ 2階「若葉」 

第 40回 日本血液浄化学会 

    日時：平成 25年 4月 27日（土）28日（日） 

    場所：大宮ソニックシティ 

第 53回 全国国保地域医療学会 

    日時：平成 25年 10月 4日（金）5日（土） 

    場所：島根県民会館 サンラポーむらくも 

５．会誌発行 機関誌「Tottori臨床工学」21号を発行した。20周年記念号で特に内容を濃いものにし発行した 

ので、皆様の期待に堪えうる出来栄えと信じております。 

６．会員状況（平成 26年 3月 31日現在） 

   会員数：84名（内 準会員１名） 新入会員 12名 

 


